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［目的1ヒ ト7番染色体．上 に 存在する ERV3 ．1Y　tt．H ・

plk遺伝子発現 は，侵入 奇胎及 び絨毛癌 で 選択的

に 抑制 され て お り，同領域 の 絨 毛 癌発生 の 分子機

構 へ の 関与が示唆 され て い る ，本研 究で は ヒ ト7

番染色体及 び 上述の 遺伝子領域 と絨毛癌 と の 関

連 を研究 した，

1方法11）様々 な ヒ ト染色体 を単
一

で保有す る マ

ウ ス A9細胞 ラ イ ブ ラ リ
ーを用 い ，絨毛癌細胞

（CCD と 微小核融合 を行 っ た，2）ERV3 遺伝子 e【lv

領域 の約400bp をRT −PCR に よ り増幅 し，その 発

現 を検討 した．31ERV3 −
／Uu ・H ・plk遺 伝 子周 辺 の

コ ン テ ィ グ作成の た め CEPH メ ガYACDNA プ
ー

ル を作成 した ，

1成績卩 ）正 常 ヒ ト細胞 由来 7番染色体 をCCI 細胞

に単
・一
移 入 した結果 ，そ の 造腫瘍性 は顕著 に抑制

さ れ た．2）ER ＞3遺 伝子 env 領域 約400bp は，発 現

の 程度に差 を認め る もの の，検討 した絨毛癌細胞

5株 で全て発現 を認 め た．3）約 正5個 の 7番染色体

特異 的 メ ガ YAC ク ロ
ー

ン を得た．

［結論亅1）ヒ ト7番染色体上 に は絨毛癌細胞の 造

腫瘍性 の 抑制 に関与す る癌 抑制 遺伝子 の 存在

が 示 唆 さ れ た ，2）しか し7番染色体上 の ERV3 ・

Alu −H ．
plk の 発現を絨毛癌細胞で 認 めた た め，同

領域以外の 部分 に絨 毛癌抑制 遺伝子が存在する

と想定された ．

　［目的】trophoblast にお ける主要 組織 適合抗原

（HLA ｝の 発現 はそ の 分化に 伴 っ て 巧 み に 制 御 を受

け て い る 。 extravillous 　 shel1 に存在する cytotro −

phoblasti こ は HLA −Gが特異的に発現する こ とが報

告 され ， 免疫 学的妊娠維持機構 を解析す る 上 で 興

味 深 い 。本 研 究で は trophoblast の モ デ ル と し て

絨毛癌細 胞株 を用 い て HLA −G の 発 現 と核 内 因子

を解析 した 。　［方法 ］  絨 毛 癌 細 胞 株 BeW ・ ．

NUC1 ，HCCM5 ．GCHI ，SCH カ・ ら全 RNA を抽 出 し，

HLA −B7お よび HLA −G 遺伝子 の 特異 的 プ ロ ーブ を

用 い て Northern 解析 を 行 っ た 。   各細胞 株 か ら

Dignam ら の 方法 に よ っ て 粗核 蛋 白 を抽 出 し，

HLA −A2 遺 伝子 お よ び HLA ・G 遺伝 子 の 上流 域約

200 −400bp を 32P で 末端 ラ ベ ル し，核 蛋 白との 結

合 を ゲ ル 移動 度 シ フ ト法で 解析 し た
。   HLA −A

，

B ．C の 転 写 調節 因子で ある NFKB （p50 〕に 対する 特

異抗体 を添加 し て DNA 蛋 白複合 体の 変 化 を観 察

した 。 　 ［成績］  絨 毛癌細胞株 の うちBeWo か ら

の RNA に HLA −G の mRNA を ，
　 SCH ，NUC1 ，HCCM5

に は HLA −A ．B ．Cの mRNA を検 出 し た
。   ゲル 移動

度 シ フ ト法 の 解析 で ，SCH ．NUC1 ．HCCM5 か ら の

核蛋 白 とHLA −A2 遺伝 子上 流の エ ン ハ ン サ
ーA の

部 位 と の 結合 が観察 さ れ ，こ の DNA 蛋 白複合体

は抗 p50 抗体の 添加 に よ っ て 濃度 依存 的 に移動度

が 変化 し た 。   BeWo か らの 核蛋 白は HLA −G上 流

域 と強 く結合 し， こ の 結合 は 抗 p50 抗体 の 影響 を

受け なか っ た 。   BeWo か ら の 核 蛋 白 は NFKB 結

合 部 位 で あ る エ ン ハ ン サ ー A 領 域 と 異 な る

HLA −G 遺伝 子 上 流域 を認識 した 。　［結 論］絨毛

癌 細胞株BeWo に は HLA −G が 発現 し，そ の 核 内 因

子 には HLA −A ，B ．C の 転写 調 節 因 子 NFKB と 異な る

因子 が 存在 する こ と が示 唆 さ れ た 。
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